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仮想空間社会の実現に向けた表情データベースの構築および表情検出システ

ムの開発

代表研究者 難 波 修 史 広島大学 人間社会科学研究科 准教授

1 序論 

新しい表情データベースの開発は，心理学，感情コンピューティング，認知科学など，多くの領域の進歩

に役立つだろう。最近の研究では，虚偽検出(Lloyd et al., 2019) や，フリーなトーク (Ş entürk et al., 

2022)， 集団での議論 (Girard et al., 2017)，自発的な涙 (Küster, Baker & Krumhuber, 2021)，痛み関

連の表情 (Lucey et al., 2011; Fernandes-Magalhaes et al., 2022)，社会的スティグマ (Workman & 

Chatterjee, 2021) など，多くの状況や研究目的に適した表情データベースが提供されている。現在その中

で最も注目されているものとして，感情状態の伝達 (系統的なサーベイについては Dawel et al., 2021 参照; 

レビューについては Krumhuber et al., 2017 参照; メタデータベースについては Workman & Chatterjee, 2021

参照) がある。これらに基づき、無数の応用研究が展開されている(レビューについては Li and Deng, 2020

および Ekundayo & Viriri, 2021 を参照)。本稿では，理研表情データベース (The RIKEN database) という

新しい表情データベースを紹介する。このデータベースは，感情表出に関する個々の研究目的に応じて，複

数の目的を達成する可能性を提供する。

新たな感情表情データベースの開発に向けて乗り越えるべき課題は三つ存在する。具体的には，複数の理

論的な感情観を統合したデータベースの不在，個別化された文脈についての情報不足，多角・奥行き情報に

ついての軽視，である。 

新たなデータベースの開発に向けた課題 

（１）多くのデータベースは基本感情理論（すなわち，６つの基本的な感情カテゴリー）に依存している

(Calvo & Lundqvist, 2008; Chung et al., 2019; Ebner et al., 2010; Holland et al., 2019; Langner 

et al., 2010; LoBue & Thrasher, 2015; Van Der Schalk et al., 2011)。また，数は少ないが，基本感

情理論で想定されるカテゴリーの感情を直接喚起させることが期待できる場面で表出した表情を対象と

する喚起ベースの手続き (自発表情: Mavadati et al., 2013; Sneddon et al., 2011; Zhang et al., 2014) 

で作成された表情データベースも存在する。しかし，他の理論に基づく表情データベースは不足している。

構成主義的な感情理論では，感情状態を表現するために，感情価と覚醒度という２つのベクトルを用いる

（Barrett & Russell, 1999）。この理論を適用したデータベースは，基本感情理論や簡略化された感情ラ

ベルを適用したものと比べて，わずかにしか存在しない (AffectNet： Mollahosseini, Hasani & Mahoor, 

2017; AFEW-VA: Kossaifi, Tzimiropoulos, Todorovic and Pantic, 2017)。そのうえ，これらのデータ

ベースは観察者目線での評定がアノテーションとして用いられている (ただし、Stanford Emotional 

Narratives Dataset: Ong et al. 2019 も参照)。さらに，評価要素モデル (Component process model, CPM; 

Scherer, 2001) は，各評価次元での評価結果が感情のダイナミクスを逐次的に駆動すると仮定している。

これに依拠する唯一の顔表情データベースは，Seuss ら（2019）によって開発された俳優データベースで

ある (ただし，著者に直接表情データベースを公開するよう求めたが，2024 年 6月現在返事をもらえて

いない。おそらく筆頭著者が学術領域から産業領域に転向する過程で，論文で公的にアクセスできると記

載してあるデータベースを未公開情報に変更したと考えられる)。感情に関する理論的な議論において，

感情を定義する方法について多元的な科学的理論を採用することが哲学者によって提案されている 

(Scarantino, 2012)。ゆえに，さまざまな理論的背景を加味したデータベースは，研究目的や実践に応じ

て柔軟に活用できるであろう。 

（２）感情表情を知覚するためには，文脈情報が重要である (Barrett et al, 2019; Barrett, Mesquita

& Gendron, 2011; Chen & Whitney, 2019)。Le Mau ら (2021) は，顔の動きから内的状態を推測する際

の文脈情報の役割を強調している。同じ出来事でも人によって受け止め方は異なる。侮辱されると，ある

人は怒りを感じるかもしれないが，別の人は軽蔑や恐怖を感じるかもしれない。文化的学習を含む個人の

発達歴が，感情に関連する顔表情の動きに影響を与えることを考えると (Barrett, 2017; Griffiths,
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1997)，顔表情のデータベースを拡張する際には，個人に応じた文脈や条件を設定し，それらを詳細に記

録として残しておく必要がある。 

（３）多くの表情データベースは，RGB 画像およびその映像を用いて作成されてきた (Calvo & Lundqvist, 

2008; Chung et al., 2019; Dawel et al., 2021; Langner et al., 2010; LoBue & Thrasher, 2015; Tottenham 

et al., 2009; Van Der Schalk et al.)。その一方で，多角的な視点を含むマルチアングルデータや，深

度情報を含む 3D 表情データベースは存在こそするものの，数は限られている(Seuss et al., 2019; 

Cudeiro et al. 2019; Fujimura and Umemura, 2018; Ueda, Nunoi & Yoshikawa, 2019)。 しかし，マル

チアングルデータと深度情報には，個々の研究実践においていくつかの利点がある。心理学者たちは，顔

の知覚を研究する上で，顔の角度 (正面から見るか横顔から見るかなど) が重要であることを指摘してき

た。Guo と Shaw (2015) は，横顔は正面顔と比較して知覚強度が有意に低下することを示した。さらに，

多角度情報はコンピュータサイエンスでも注目されている。マルチアングルな複数の二次元画像から，最

先端のアルゴリズムによって 3D 表現を生成することができる (Mihajlovic, Bansal, Zollhoefer, Tang & 

Saito, 2022)。3D 表現と同様に，3D の顔に動的な情報を付加する 4D 情報は，顔知覚などの心理学研究に

おいて注目されている (Burt & Crewther, 2020)。例えば，Chelnokova と Laeng (2011) は，3D の顔は

2D の顔よりもよく認識できることを示した。学者たちは，顔表情データベースを使った科学を充実させ

るために，Kinect などのツールを使って深度情報を直接測定する新しいデータベースを開発している 

(例えば、Aly et al., 2015; Boccignone, Conte, Cuculo & Lanzarotti, 2017)。そのため，マルチアン

グルデータと深度情報の取得は，感情コンピューティング分野でますます標準的になってきている 

(Cheng, Kotsia, Pantic & Zafeiriou, 2018; Li et al, 2022; Matuszewski et al, 2012; Seuss et al, 

2019)。このような情報を測定したデータベースを構築することは，心理学実験を行ったり，コンピュー

タサイエンスにおいて自動感情推定システムを開発したりする上で重要となる。 

 

以上より本研究では，個別化された文脈と複数の理論的な感情観を含む，多角的な視点と深度情報を持つ

新しい表情データベースを開発した。より具体的には，感情価 (valence) と覚醒度 (arousal) に対応する

25 の個別事象と対応した顔データベースの作成を目指した (Russell, Weiss & Mendelsohn, 1989)。さらに，

参加者が用意した 25 のイベントから，自由記述のラベリングデータ (Haidt & Keltner, 1999) と，評価の

次元に関連する評価値 (Scherr, 1997; Scherer et al, 2018) も参加者から取得した。本稿は，開発したデ

ータベースについて報告することが主な目的としているが，Facial Action Coding System (FACS: Ekman et 

al., 2002) と呼ばれる顔面運動を符号化するシステムを自動で展開する AI 技術を用いて，映像から得られ

た表情のダイナミクスを定量化して抽出した。感情価/覚醒度/評価の次元と顔面運動の行動単位 (AUs/アク

ションユニット) との関係もあわせて分析した。顔面筋電図を記録した十分な心理生理学的研究から，皺眉

筋 (AU4 に関連) と大頬骨筋 (AU12 に関連) の活動が，それぞれ主観的な感情価とそれぞれ負の関連および

正の関連があることがこれまでの先行研究で示されている (Bradley & Lang, 2000； Greenwald, Cook & Lang, 

1989; Lang, Greenwald, Bradley & Hamm, 1993; Larsen, Norris & Cacioppo, 2003; Sato, Fujimura, Kochiyama 

& Suzuki, 2013; Sato, Kochiyama & Yoshikawa, 2020; Sato, Murata, Uraoka, Shibata, Yoshikawa & Furuta, 

2021; Tan et al., 2012)。本データベースが従来の先行研究と一致した表情と感情の対応を有することの証

拠として，本研究で対象となる表情データベースにおいても，従来の表情要素と感情価とのむすびつきが同

様に見られると予測して，その関連を調べるための分析を行う。 

2 方法 

2-1 参加者 
20 歳から 30 歳の日本人４８名（女性２２名，男性２６名）（平均２３．３３歳，ＳＤ＝３．６５）が参加

した。表情データベース用の撮影を行う前に，参加者全員から書面によるインフォームド・コンセント（目

的，方法，表情データベース取得にあたる倫理的問題，データベースの撤回について，個人情報の取り扱い，

参加の任意性等）を得た。インフォームド・コンセントには，心理学実験や情報科学分野での表情運動推定

システム開発などを含む学術的目的のために，参加者の映像が公開されることに同意するかどうかについて

の記述も含まれていた。参加者には，参加費とデータベース作成費として１３０００円が支払われた。実験

手順および参加者に提出したプロトコルについて，理化学研究所の倫理委員会（プロトコル番号：Wako3 
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2020-21）からの承認を事前に得た。記録された表情は，効果量の母集団指数を推定するためではなく，顔デ

ータベースの作成に使用するために用意された。そのため，本データベースにおいて実験前の検定力分析は

行わなかった。しかし，本研究で対象とする参加者の数は，俳優の表情を対象とした研究で用いられる一般

的な数よりも多い（Scherr, Dieckmann, Unfried, Ellgring, & Mortillaro, 2021）ため，本研究が対象と

した参加者数に基づく下記の統計結果には一定の妥当性が存在することが期待される。 

2-2 手続き 
参加者全員は，撮影セッションの１週間前に，生活の中で起こった５つの感情価（非常に不快な感情，不

快な感情，中立的な感情，快い感情，非常に快い感情）と５つの覚醒度（非常に低い覚醒，低い覚醒，中間

の覚醒，高い覚醒，非常に高い覚醒）の観点で，２５の出来事を思い出し，書き留めるよう指示された。そ

れにより，個人ごとに各状態と対応した感情的出来事を得た。イベントを収集するためのプラットフォーム

として Qualtrics を活用した。参加者はまた，記述された各事象について、新規性（予測可能：「その事象は

予測可能であった」，親近性：「その事象は一般的であった」），目標の重要性（「その事象はあなたにとって重

要であった」），対処可能性（「適切な行動をとれば，その事象をコントロールし，回避することができた」）

について，１（強く同意しない）から５（強く同意する）の評価チェックを行った。参加者はまた，各事象

について考えられる感情ラベルを自由に記述するよう求められた。回答を要する感情価と覚醒度の組み合わ

せに依拠したイベントの順番はランダムにした。 

撮影当日，参加者は改めて実験の説明を受け，撮影場所に移動した。図１（A）～（B）に収録環境を示す。

参加者は椅子に座り，顔の位置を固定した。撮影用ライト（AL-LED-SQA-W：東芝製）を３台設置し，参加者

の顔を右上，左上，下から照らし，顔をはっきりさせ，できるかぎり影を消した。その後，参加者にはマス

クとメガネを外してもらった。１０台の Kinect カメラ（RGB:1920×1080、Depth:640×576）を使って，顔の

動きを記録する環境を整え，毎秒３０フレームで参加者の顔の動きをビデオクリップとして記録した。左右

の水平カメラの間隔は２２．５°で、カメラは２２．５°，４５°，９０°の間隔で配置した。このデータ

ベースでは，６７．５°に置かれたカメラは使用しなかった。理由として，複数のカメラを 2 台のデスクト

ップ PC でコントロールしていたが，機器による負荷から，予期不能なエラーが生じたため，一部のカメラを

間引いた。本研究では，ＳＤＫプログラムを使って，顔の動きを記録するためのプログラムを作成した。深

度情報は，処理負荷の軽減と機器によるハードウェアによるエラーを避けるため，上１台，下２台，正面向

き，左２台，右２台の計８台のカメラに限定した。また，刺激の応用可能性を拡張するために，背景として

グリーンカーペットを可能な限り用意した（図 1（B））。 

各セグメンテーション，すなわち表情表出のタイミングは，スピーカーシステムから発せられるビープ音

（オンセット：880Hz，ピーク：1174Hz，オフセット：880Hz）で示し，参加者が時間経過に従って表情を作

るよう統制された。モデルは，最初の１秒間は事前に説明された出来事に根ざした感情表現を行い，２秒間

意図した感情表現を維持し，その後１秒間は中立の表情に戻すよう指示された。 
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図 1．（A）Autodesk Fusion 360 により描写した撮影環境。3 つの光源が，顔の前に置かれ，上下左右に配

置されたカメラを用いて撮影が行われた。（B）画像の例。刺激の加工ができるように，背景としてできる限

り，グリーンカーペットを採用した。 

 
2-3 解析方法 
OpenFace（Baltrusaitis ら、2018）を用いて表情のパターンを評価するために１７の顔の動きを抽出した。 

AU1（内眉を上げる），AU2（外眉を上げる），AU4（眉を下げる），AU5（上まぶたを上げる），AU6（頬を上げる），

AU7（まぶたを引き締める），AU9（鼻にしわを寄せる），AU10（上唇を上げる），AU12（口角を上げる），AU14

（えくぼを作る），AU15（口角を下げる），U17（顎を上げる），AU20（口唇を伸ばす），AU23（口唇を引き締め

る），AU25（唇を開く），AU26（顎を下げる），AU45（まばたき）。自動顔運動検出システムの中では，OpenFace

が比較的良好な性能を持っていた（Namba et al. 2021） 。Namba, Sato and Yoshikawa (2021) によれば，

OpenFace は正面からの顔画像が最も精度が高い。そのため，本研究での報告にあたっては，正面からのカメ

ラによる表情のみを対象とした。顔表情の組み合わせの強度は時間軸上，ピーク時点でビープ音が鳴った後

に最大になると予想される手順の性質を考慮し，我々は主に中間となるフレーム（すなわち６１フレーム目）

に焦点を当てた。統計解析には R（4.1.2, R Core Team, 2021）を使用した。tm パッケージと openxlsx パッ

ケージを使用して，各イベントのテキストマイニングを行った（Feinerer & Hornik, 2022; Feinerer, Hornik 

& Meyer, 2008; Schauberger & Walker, 2022）。さらに本研究で採用した評価次元間の相関をチェックする

ために，psych パッケージ（Revelle, 2022）を使用した。OpenFace によって抽出されたデータの次元削減を

行うために，nnTensor パッケージ（Tsuyuzaki, Ishii & Nikaido, 2022）を使用した。データの可視化には
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tidyverse パッケージを使用した（Wickham et al, 2019）。上述したように，十分な心理生理学的証拠（例

えば，Greenwald ら、1989）に基づいて，lmerTest パッケージ（Kuznetsova, Brockhoff, & Christensen, 2017）

を用いた階層的線形回帰モデリングによって，感情価と AU4/12 の関係を予測・分析した。結果は，有意水準

をｐ＜０．０５として設定した。すべてのコードは Gakunin RDM (https://dmsgrdm.riken.jp:5000/uphvb/)

で入手可能とした。この研究のデザインおよび分析は事前登録されていない。 

3 結果 

方法で示したように，１２００イベント（４８人の参加者×５つの感情価×５つの覚醒）を得た。すべて

の日本語イベントは，TEXT (https://www.text-edit.com/english-page/)を使って英語に翻訳され，逆翻訳

された。表１にテキストマイニングで得られた各イベントの頻出英単語トップ３を示す。得られたデータベ

ースにおいて，共通イベント（頻度１０／４８以上）と思われる単語は，感情価４＊覚醒度４のイベント（友

人）と感情価５＊覚醒度５のイベント（大学入試合格）に出現した。特に後者は，この研究における対象年

齢が比較的若い，大学生を主とした参加者に限定されているため，大学入試が感情的出来事として採用され

ていることを示している。 

 

表 1．各イベントの頻出英単語トップ３ 

 

本研究で対象となる表情データは，一部のフレームについてはカメラの故障や参加者の問題で欠落してい

ることがごくまれにあるが，感情イベントそれ自体は上記のようにすべてのデータが記録されている。表情

データに関する使用可能なフレーム数は１４２８６５であった。ピークフレームのみを抽出した場合は１１

９０枚で，男性で６枚，女性で４枚の欠落が確認された。最終的に，１１９０点のデータが以降の分析とし

て利用した。図２は，感情価と覚醒度に関連する個々のイベントの顔パターンを示している。目視で確認し

たところ，AU4（眉を下げる）と AU7（まぶたを引き締める）は，ネガティブイベント（V1-V2）の際に強く

発現していた。ポジティブイベント（V4-V5）では，AU6（頬を上げる），AU7，AU10（上唇を上げる），AU12

（口角を引く），AU14（えくぼを作る）が誘発され，これらは強い笑顔の表情と考えられる。ニュートラルな

事象（V3）では、顔の動きの強度が相対的に低いことがわかる。さらに，ポジティブイベントでは，図２か

公益財団法人電気通信普及財団 
研究調査助成報告書　第39号　2024年度



 

6 

 

ら，覚醒度が高いほど，口を開ける動作（AU25：唇を開く，AU26：顎を下げる）が多いことがわかる。また，

ピーク強度フレームにおいて，推定された Action Unit と評価次元との相関を確認した（表２）。AU12（口角

引き下げ：ｒ＝０．４９）のように，感情価と表情要素との相関に比べ，すべての表情要素と評価次元の組

み合わせについては相関が比較的低かった（｜ｒ｜ｓ＜０．２５）。階層的線形回帰モデルを用いて，感情価

／覚醒度と AU の関係を検討した。その結果，予測と一致し，感情価は AU4（眉を下げる）の強度と負の関連

が見られ（β＝－０１１，ｔ＝６．３８，ｐ＜０．００１）、AU12（唇を引っ張る）の強度と正の（β＝０．

２８，ｔ＝１２．６４，ｐ＜０．００１）関連が有意に観測された。その上，覚醒値は AU12 の強度スコアを

有意に予測した（β＝０．１０，ｔ＝９．１９，ｐ＜０．００１）。さらに，simr パッケージ（Green & MacLeod, 

2016）を用いた post-hoc 感度検定力分析により，今回のサンプルサイズ（すなわち，Ｎ＝１１９０）は，有

意水準 α＝０．０５，検出力９９％で階層的線形回帰モデルのすべての係数を検出するのに十分であること

が示された。 

 

図 2．各表情運動の強度。V は感情価を，A は覚醒度を意味する。 
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表 2．表情要素と出来事に対する評価との相関 

 

さらに本研究で得られた表情データに対して非負行列因子分解を適用して次元を減らし，時空間特徴を抽

出した（Lee and Seung, 1999）。このアプローチは，動的な表情パターンを識別することに適している（例

えば，Delis, Panzeri, Pozzo & Berret, 2014; Perusquía-Hernández et al. 2021; Namba et al., 2022）。

因数数は，因子を規定する複数の指標（Brunet, Tamayo, Golub, & Mesirov, 2004; Kim and Park, 2007）

を用いて決定した。因数数に関する情報は，Gakunin RDM (https://dmsgrdm.riken.jp:5000/uphvb/)でも確

認および入手できる。 

図３に非負値行列因子分解を用いて抽出された AU の負荷量を示した 4 つの表情パターンを示す。図３にお

いて，数値の色は各因子スコアへの各表情要素の寄与を表す。独立成分に対する各 AU の相対的な寄与を目視

することで，成分 1 をドゥシェンヌマーカー（眼輪筋周辺の収縮運動：AU6,7），成分 2 をまばたきやその他

の顔の動き（AU1, 14, 17, 45），成分 3 をしかめ眉（AU4），成分 4 を笑顔（AU6,10,12,14）と解釈した。こ

れらの結果は、各顔の動きのピーク強度とも一致した（図２）。 
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図 3．すべての出来事を対象とした表情の各要素に関する因子負荷量のヒートマップ。色が濃いほど，各

表情運動の貢献度を示す。 

 

図４は，感情価と覚醒度の各組み合わせについて，時間経過とともに表情パターンがどのように変化した

かを示したものである。成分１（ドゥシェンヌマーカー）の目で見える動きから確認できるのは，ネガティ

ブなイベント（V1-V2）とポジティブなイベント（V4-V5）でより大きな動きを示したことである（例：V1A1

と V5A5）。この結果は，眼周辺の筋肉収縮がネガティブな感情とポジティブな感情の両方の表情で，系統的

に生じるという知見と一致する（Mattson et al. 2013）。成分２（まばたきやその他の顔面運動）は，意図

的な顔面操作の表現に伴う緊張の緩和運動や，主要な感情表現とは無関係なノイズと解釈できる。なぜノイ

ズと判断できるのかと言えば，ピーク持続時間（フレーム＝３１～９０）の後のオフセット持続時間（フレ

ーム＝９１～１２０）において，この動きが増加するためである。論理的には，この時間帯において表情要

素が強くなることはおかしい，ゆえにこの運動はノイズと解釈できる。構成要素３（しかめ眉）では，否定

的なイベントにおける表情（V1～V2）が他のイベントにおける表情（V3～V5）よりも強い表情変化をもたら

した。成分４（笑顔）は，ポジティブなイベント（V4－V5）のときに，それ以外（V1－V3）よりも頻繁に発

生した。まとめると，日本人参加者の意図的な表情のオフセットにおける時間帯においては，まばたきや眉
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の内側やあごを上げるなどの顔の動きが（すなわち，成分２）特に顕著に見られた。さらに興味深いことに，

笑顔はポジティブな感情価（成分４），眉を下げることはネガティブな感情価（成分３），眼周辺の表情筋収

縮（成分１）は両方の感情価と対応することが明らかになった。 

 

 

図 4．出来事ごとの各表情パターンの時系列変化。 

4 考察 

本研究では，個別化された感情イベント，評価チェック，複数の角度情報と深度情報を持つ自由記述ラベ

ルなどの表情表出者自身による評定値を含む新しい顔表情データベースを開発した。その結果，各イベント

の単語はほとんど一致せず，データベースには感情イベントに含まれる単語には大きなばらつきがあること

が示唆された。さまざまなイベントや個人の評価が含まれたデータベースは，学術的な目的で利用すること

ができる。例えば，研究者は怒りというラベルが貼られた出来事の典型的な要素や，それを構成する評価要

素といった問題を，本研究で開発されたデータベースをその検討の出発点として調査することができる。 

正面から見た表情の分析によると，快と不快の感情価と関連する表情要素の動きが観察された。例えば，

眉を下げることはネガティブ感情価に関係し，口角を上げることはポジティブ感情価と関係した。これらの

結果は，感情価と顔面筋電気活動の間のコヒーレンスを調査した以前の知見（例えば、Greenwald et al., 

1989）と一致する。ここで提供するデータベースに加え，現在，公認 FACS コーダーによる手動での顔動作コ

ーディングを実施しており，今後そこで符号化したアノテーションデータを公開する予定である。近年，感

情に関する論争（例えば，Cordaro, Fridlund, Keltner, Russell, Scarantino, 2015）の中で，顔の動きを

抽出する取り組みが活発化し，発展している（Cohn et al., 2019 参照）。深度情報を含む手動の FACS アノ

テーションを含むデータベースの公開は，感情情報を自動で推定する情報科学技術における研究がさらに発

展するための素地となり得る。 

この研究は，感情に関する新しい顔表情のデータベースを提供する一方で，一定の限界がある。第一に，

顔の動きや感情的な出来事の多様性を考えると，参加者の数が少なかった。図１のような環境を用いた今後

の研究では，若年層のみだけでなく高齢者向けのデータベースをさらに作成し，日本人以外の文化や民族に
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も広げていく予定である。第二に，深度や赤外線情報がどのように利用できるかについては依然，不明瞭な

ままである。ＲＧＢ画像と比較して，これらの情報は照明による影響が小さい。このデータベースは，部屋

の状況にロバストな顔の動きのセンシングシステムを開発するための重要な基盤となる。本研究で開発され

たデータベースを用いて，スマートフォンなどのデバイスと組み合わせた API による内部状態推定アルゴリ

ズムを提供したいと考えている。さらに，この技術を活用して，意思疎通のできない人たちに迅速かつ適切

に報告を伝えるソリューションを開発したい。 

このデータベースは，表情表出者による感情イベント，ラベル，評価チェックの強度を含み，理化学研究

所の表情データベースとして学術的に公開されている。このデータベースの特筆すべき特徴は以下の通りで

ある。感情に関する複数の理論的見解（感情価・覚醒度，評価次元，自由記述による感情ラベル）が利用可

能であること，感情出来事の種類が個人ごとに存在し豊富であること，そして１０台のマルチアングルおよ

び深度カメラから撮影されているため特徴量としての情報が豊富であることである。 

5 今後の展開 

本研究により，個別化された感情イベント，評価チェック，表情表出者による出来事に対する自由記述ラ

ベル，そして複数の角度と深度情報を含む新しい顔表情データベースを開発した。現状のデータベースでは

越えられない複数の課題が未だに存在する。一つは，表情データベースに含まれる生態学的妥当性の低さで

ある。表情に含まれる動的情報を統制するべく，RIKEN database では，意図的な表情の表出タイミングを設

定した。そのことは，表情の平均的な動的情報を抽出することができる方法論上の利点がある一方で，日常

に出てくる表情とは乖離が生じる。そこで，引き続き，「回答が困難な質問に回答する際の表情」や「状況を

取り繕うための表情」など，発話も含んだより自然な表情データを測定している。そのデータに関する一部

は，すでに撮影および解析が済んでおり，Journal of International Social Robotics 誌に投稿中であり，

Round 1 の Revision の対応を終えたところである。引き続き，表情データベースを拡張していく路線で研究

を進展させていきたいと考えている。 

また，本研究のもう一つの目的である表情検出システムの開発も進展しているところである。実際，

Scientific Reports 誌に採択された論文については，OpenFace と呼ばれる表情運動検出システムを採用して

いる (Namba et al., 2021) が，その他にも AFARtoolbox (Ertugrul et al., 2019)，Pyfeat (Cheong et al., 

2023)など既存の表情運動検出システムのパフォーマンスを随時比較し，本データベースおよびそこに紐づけ

られた FACS データをテストデータとして用いて性能を評価している。さらに，Fine tuning を行うことで，

成績がどのように変化するかを調べている (図 5)。 

 

 

図 5．現在行っている表情運動検出システムに関する性能比較の結果。 
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